
 

令和７年１１月２８日（金） 

石川県立大聖寺高等学校 

２ 年 学 年 会 

 新人大会（後期）を終え、１１月１８日（火）から校時は５０分×７限になりました。７限の終了時刻 

１６時０５分には疲れを感じる生徒もいるようですが、この秋から冬の期間にこそ地道な取り組みを続け、

春以降に太い幹に成長してほしいと願っています。 

 

［12月・1月の予定］ 

 

  

1 月 T      期末考査　 1 木    　元日

2 火 T 2 金   　　学校完全閉庁　冬季休業日

3 水 50 3 土

4 木 50 4 日

5 金 50 5 月

6 土 6 火

7 日 7 水 50
3学期始業式

教科課題テスト(1･2年)

8 月 50 8 木 50

9 火 50 9 金 50

10 水 50 探究フォーラム　1～6限授業 10 土

11 木 50 11 日

12 金 50 12 月 成人の日

13 土 13 火 50

14 日 トビタテ発表会 14 水 50 南加賀地区探究合同発表会(PM)

15 月 50 15 木 50

16 火 50 16 金 50

17 水 50 選挙出前講座（LH） 17 土   　進研模試

18 木 50
    1・2年保護者懇談会(午後)

　  1～3限授業
18 日

19 金 50    1～3限授業 19 月 50

20 土 20 火 50

21 日 21 水 50

22 月 50  　1～3限授業 22 木 50

23 火 45
　 1～2限授業 大掃除

　 2学期終業式 表彰伝達式
23 金 50

24 水 　 　1・2年学習合宿 24 土 英検(希望者)

25 木 25 日

26 金 26 月 50

27 土  27 火 50

28 日   　　　　　 　冬季休業日 28 水 50

29 月 29 木 50

30 火 　　　学校完全閉庁(～1/3)     30 金 50 　　定例生徒議会⑦

31 水 31 土 　　進研共通テスト対策模試(2年)

12月 1月 【12月】 

◇ 期末考査 11/26(水)～12/2(火） 

２学期の締めくくりとなる重要な

考査です。日に日に寒さが厳しくな

る中、体調を崩す生徒も見受けられ

ますが、体調を整え、しっかりと学習

に取り組んでください。    
 

◇選挙出前講座 12/17(水) 

  選挙に関する正しい知識をもち、良

き有権者、成人となれるような時間に

しましょう。 
 

◇保護者懇談会 12/18(木)～22(月) 

 お子様の進路・学習状況・学校での

様子に関する懇談の機会となります。

また、３年次の科目登録について最終

確認をおこないます。 
 

◇冬季学習合宿 12/23(火)～25(木) 

大学入試本番を見すえ、最後までや

り抜く強い心を養うため、希望者を対

象に学習合宿を実施します。高い目標

を掲げる仲間と共に切磋琢磨し、学力

アップにつなげます。 

 

 

【1月】 

◇進研模試 1/16(金)・17(土) 

 

◇英検 1/24(土) 

 

◇進研共通テスト対策模試 

 1/30(金)・31(土) 

 



□ 保護者のみなさまへ  

保護者進路説明会や学校公開の際に、多数の方に参加、参観していただき、誠に有り難うございました。３

年生は来年１月に迫った共通テストに向けて、いよいよ本番モードに突入し、２年生も来たるべき３年生に向

けて自覚が芽生えつつあります。類型・科目選択を実施し、生徒達も面談や科目選択説明会を受けて、再度自

己の進路について考えています。 

年が明ければ、いよいよ最終学年が間近に迫ります。３学期はよく『３年０学期』と言われます。そこから

受験本番までの１年はあっという間に過ぎていきます。今後も、学年の雰囲気や模試の結果を分析しながら、

生徒を励まし、背中を押すとともに、自ら学びに向かう姿勢を育てていきたいと考えます。 

師走も近づき慌ただしい中、保護者の皆様におかれましても、お身体に十分ご留意されてお過ごしください。 

 

 

□ サークル探究中間発表会 

 １１月１８日(火)に、サークル探究活動の中間発表会を行いました。当日は外部から講師を招き、たくさん

の指導・助言をもらいました。どの発表もよく調べられていて、実際の実験の様子も興味深く、生徒たちが生

き生きと話す姿が印象的でした。今後は２月の成果発表会に向けて、それぞれの活動をさらに深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 集中学習会  

 １１月２２日(土)に、集中学習会を行いました。来たる期末考査にむけて、個々人がそれぞれの課題に

取り組みました。また、疑問を解決しようと、多くの生徒が各科教員が待機する質問部屋を訪れていまし

た。 

 

 


